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 各運輸所分会・地区分会の皆さん、今東京の車両所では（交検車両所・修繕車両所・仕

業車両所）総合庁舎の出入り口にセキュリティの名の下にフラッパーゲートと言うものが

１１月より導入されました。それは、駅の改札にあるゲートと同じでＩＣカード（社員出

入り証）をゲートの読み取り器にタッチして庁舎に入って行くようになったのです。しか

も、品川駅の通勤バスの中にもＩＣカード読み取り器が設置されていて、乗車する時に社

員出入り証をバス運転士に見せながら読み取り器にタッチし「ピピ」となれば乗車できる

と言う事なのです。しかし、その出入り証は本人の顔写真が載っている出入り証であり、

なぜここまでして厳重に社員の出入りをチェックするのでしょうか？ 庁舎にフラッパー

ゲートがあるのならバスは今まで通り出入り証を見せるだけでいいと思いますが、２重の

チェックは何のためでしょうか？ 

 今まで庁舎に不審者が侵入したことあるの？「アッ」ありました。旧東京第二車両所の

時代、知る人ぞ知るあの有名な元大山所長時代に、「ワゴン車」が突っ込んできて、しか

も東二両庁舎を誤って列車の庁舎の玄関に突っ込みメチャクチャし「大山」を出せと男が

侵入してきたのです。その後あの事件はどうなったのでしょうか・・・？ 

 また、警備の一寸した隙を「自転車に乗った人」が旧東一両から旧東二両の着発にまで

行った事ぐらいだと思いますが。その時は出入り口門において警備の強化で門を閉じるよ

うになりましたが、フラッパーゲートを設置する事はなかったのです。なぜ、この次期に

設置したのでしょうか？ 

 そしてＪＲ社員は制服で通過できるが関連会社の社員は制服を着ていても通過できず、

守衛のところでそのつど名前を記入するかＩＣカードをタッチして入るのです。 

 

 
 

 会社は、フラッパーゲートを導入することによって、警備員の増強も行っているのです。

車両所の要員は削減・運転所の乗務員も足りなくて年休は取れず、その上、休日出勤も強

要されている、そんな中警備員を増強しフラッパーゲートを設置するという会社は何を考

えているのでしょうか？ リニアに投資するお金があるくらいだから、フラッパーゲート

などは朝飯前なのでしょうが。そんなことより、車両所・運輸所の要員を確保して、社員

の健康・安全の為に会社は努力するのが当然の事だと思います。なぜなら、私達社員がど

んな時も汗して働いているから会社は儲かっているのだから・・・！ 

 車両所は７月以降、３車両所になりましたが、各社員の連絡体制は、当日体調が悪く出

勤できない時など各所属車両所に連絡するのではなく、仕業車両所に全て連絡をするそう

です。どうしてでしょう？？？車両所の皆さん・運輸所分会・地区分会の皆さんはこのこ

とに対し何かありましたら意見をお聞かせください。       次回に続くよ！ 

 

 


